
９月３０日（木）飯山高校１年生８名と教員１名が

来校され、学校説明や校内見学の後に、介護福祉学科・

医療事務学科の教員による職業体験授業を実施した。 

介護福祉学科では、白内障の疑似体験を行い、体験

キットを用いて色の識別や色塗りを行った。医療事務

学科では、医療機関での医療事務スタッフの仕事の流

れを説明した後に、医療費計算を体験した。 

体験後に高校生からは「今回の体験で初めて白内障

を知り、日常の動作はこんなにも難しくなることを知

った」「今まで知らなかった医療事務の仕事内容が分か

って良かった」等の感想をいただき、見学会を終えた。 体験授業に参加する飯山高校の生徒さんたち 

笑顔で写真に納まる実習生、卒業生、教員 
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１年生 初の現場実習 

介護職のやりがいとは 
介護 

福祉 

７月１９日（月）から８月４日（水）の１０日間、

１年生が初めての現場実習に臨んだ。 

この実習では入所型の高齢者福祉施設で「コミュニ

ケーションを実践し、利用者理解を深める」、「初歩的

な日常生活援助並びに施設職員の一般的な役割を理

解する」ことを主な目標としている。初めての現場実

習で、当初は不安や緊張から表情に固さが見られた学

生たちであったが、本校卒業生にサポートされなが

ら、利用者様・職員の方々と接する中で徐々に心にゆ

とりが生まれ、自然と笑顔が見られるようになった。

利用者様からの「ありがとう」の言葉に多くの学生が

やりがい、楽しさやコミュニケーションの大切さを感

じられた、初の介護実習となった。 

 

２年生 集大成となる最終実習 

専門知識とスキルの向上を実感 

介護 

福祉 

８月２３日（月）から９月２１日（火）の２０日間、２年生

が集大成となる現場実習に臨んだ。 

この実習では受け持ち利用者様と関わり、指導者の方から

情報を得ながら現状把握し、その方に合った支援計画を立案・

実行していく。さらに、個別支援やレクリエーション支援も行

われる実践的な内容で、学生たちは毎日必死に実習に取り組

んだ。 

最終日には、やり切ったという充実した表情と共に、利用者

様との別れを惜しみ涙する姿も見られた。 

実習後の振り返りでは、介護福祉士に必要な専門性や社会

で必要なスキルを高められたなど、専門職として、また人とし

て成長出来た実習となった。 

 

真剣な表情で実習記録を作成する学生 



今年度より生活支援技術の実践練習をする中で、学

生自身の身体の動きを客観的に可視化するために、練

習の様子を動画撮影する取り組みを始めた。 

練習後に自分の動画を確認することで「腰の位置が

高い」「無駄な動きが多い」など自己の課題が明確とな

り、課題克服に向け、何度も練習を重ねていた。 

１０月１５日（金）２年生を対象に香川県労働委

員会委員の佐藤 倫子先生、島田 新一先生による出

前講座を実施した。 

これから職業人になるにあたり、労働法規や心構

えを改めて学ぶために行われたもので、まず佐藤先

生から、社会人として必要な労働法規の基礎知識を

学ぶことや自らが就業規則を確認することの重要性

を学んだ。続いて島田先生からは挨拶、時間厳守、身

だしなみ、報告・連絡・相談、一人で悩まず誰かに相

談することの大切さを学び、学生たちは就職を見据

えて気持ちを新たにした。 
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ビデオ撮影による実践的授業 

自らの課題を明確に 

医療 

事務 

難関試験の結果発表 

今年も多数学生が見事に合格！

介護 

福祉 

県労働委員会の出前講座 
職業人として必要な教養を 

介護 

福祉 

職業人になる上での知識と心構えを学んだ 

実践練習のビデオ撮影をする中岡先生 

卒業生との意見交換会 

目指す介護福祉士像を明確に 
介護 

福祉 

 １０月１５日（金） １年生を対象に現役介護福祉士との

意見交換会が開催され、本校卒業生である池ノ内 祐也さん

が来校した。 

池ノ内さんより介護職のやりがいや魅力に加え、目標達成

に向けて日々努力することの大切さが熱く語られ、学生たち

は真剣に耳を傾けていた。 

意見交換会後には、「大変な中にも楽しんで仕事をするこ

との大切さを知った」「就職後も自分を高める努力が必要だ

と分かった」「介護技術の奥深さを知った、自分に余裕の持

てる介護をしていきたい」等、今後学生たちが目指す介護福

祉士像を具体化する上で貴重な時間となった。 

卒業生の話に耳を傾ける学生たち 

７月１１日（日）に実施された第５４回診療報酬請求事

務能力認定試験（医科）の結果が発表され、本校からは２

年生１４名が見事合格した。 

この試験は、本学科が目標資格としている検定試験の中

で最も難易度が高いとされており、今回も全国平均の合格

率は３７.５％と難関であった中、学生たちは協力し合いな

がら検定対策を行い、全国平均の合格率を大幅に上回る成

果をあげることが出来た。 

※参考 本校学生合格率 66.7％（全国平均 37.5％） 

  

合格証を手に写真に納まる学生たち 



医療機関での実習成果を発表する学生 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

毎年１年生が受講する「歯科助手受付秘書講習会」は

新型コロナウィルス感染拡大防止の観点から、今年度は

オンライン形式を中心に実施されてきたが、感染状況が

改善されてきた中で、１０月１７日（日）の最終講義は

対面形式で行われた。 

講義後の修了式では香川県歯科医師会会長 豊嶋 健

治様より「コロナウィルス感染の大変な時ですが、無事

講習会を修了された皆さんは、日々進化する歯科医療の

中で柔軟に対応し、病める患者様に思いやりを忘れず、

また医師へのサポートを心がけ医療従事者として臨床

の現場で活躍してください」とお言葉をいただいた。 

その後、受講 

者全員で「誓い 

の言葉」を宣言。 

１年生全員が 

「歯科助手資格」 

を取得した。 

 

９月１２日（日）１年生から３年生の合計４０名が川崎

医療福祉大学（岡山県倉敷市）にて第２種 ME 技術実力検

定試験を受験した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この検定試験は臨床工学技士国家試験の出題範囲と共

通する部分がある重要なものであり、この試験の合否が

就職試験の結果にも影響する場合がある。 

学生たちは夏休み期間にあたる８月中旬より補習授業

を受講し、検定対策を行ってきた。入学直後の１年生から

卒業を見据える３年生までが同じ目標に向かって努力を

重ねる中で、全員がこの試験を通じて大きく成長出来た。 
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会場に到着し受験教室を確認する学生 

医療施設実習が無事終了 

実習成果の発表会を開催 
医療 

事務 

医療 

事務 

７月２３日（金）１年生を対象に卒業生を招いて進路ガ

イダンスを行った。谷本 みづ希さん（内科婦人科勤務）、

伊藤 瑞季さん（歯科医院勤務）、大野 莉香さん、寺尾 優

さん（内科眼科勤務）が来校し、学校生活の取り組み方や

就職後の仕事内容・患者様への対応の仕方に加え、やりが

いや厳しさについて体験談を交えて語っていただいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学生たちは医療機関で活躍する先輩たちの体験談を真

剣な表情で聞き、今後の学生生活にいかそうとする姿勢が

見られた。 

 

進路ガイダンスを実施 

卒業生から貴重なアドバイス 

第２種ME技術実力検定試験 

これまでの学習成果を発揮 

７月１５日（木）から８月２７日（金）までの期間中、

２年生が２班に分かれて約２週間の医療施設実習を行

い、窓口業務である受付・会計の仕事を中心に、カルテ

管理業務や入院業務の仕事内容を学んだ。 

９月７日（火）の実習事後指導では、実習で学んだこ

とを全員が発表し、１年生からの質問に答えた。２年生

からは患者様の対応をする際は、大きな声ではっきり

とゆっくり話をすること、分からないことは自分から

質問しメモを取ること、何事にも積極的に取り組むこ

と等、基本的なことの大切さを改めて実感したとの声

が多かったことが印象的だった。 

臨床

工学 

卒業生の話に耳を傾ける学生たち 

「歯科助手資格」を取得 

即戦力の歯科アシスタントへ 

医療 

事務 

「歯科助手資格」を 

取得した学生たち 



新規オープンしたコスモス上之町店 
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今後の主な行事予定 
１１月１４日（日）秘書技能検定試験（医療事務）  

   ２１日（日）日商簿記検定試験（医療事務） 

   ２４日（水）介護実習Ⅱ事前指導（介護福祉） 

   ２５日（木）介護実習Ⅱ（介護福祉）（～１２/１５） 

   ２７日（土）専願３次入学選考 

         オープンキャンパス（ＰＭ） 

   ２８日（日）医療事務管理士技能認定試験（医療事務）

   ２９日（月）第１回全国統一模擬試験（臨床工学） 

１２月 ４日（土）オープンキャンパス 

   １３日（月）後期試験（臨床工学）（～１５日） 

   １６日（木）介護実習Ⅱ事後指導（介護福祉） 

   １７日（金）開校記念日 

   １８日（土）専願４次入学選考・一般１次入学選考 

          オープンキャンパス（ＰＭ） 

   ２２日（水）四国医療福祉研究発表会（医療事務） 

１月 ８日（土）オープンキャンパス 

   ２９日（土）一般２次入学選考 

         オープンキャンパス（ＰＭ） 

ドラッグストア「コスモス」が 

本校近隣にオープン 
９月２５日（土）ドラッグストア コスモス上之

町店が本校から徒歩３分程度の場所に新装オープン

した。 

オープン当日は多くの買い物客で賑わいを見せ、

本校学生にとっても食品、生活雑貨などを購入しや

すくなり、ありがたい存在となりそうだ。 

臨床

工学 

本年度はコロナ禍のため臨床実習の受入が中止となった施

設があり、一部学生を除き９月１３日（月）より１０月１５

日（金）までの期間で学内臨床実習が行われた。 

臨床現場での実習が行えないことは残念であるが、臨床現

場では実機に触れる機会は限られ、見学実習となる時間も多

い。その反面、学内実習では機器の分解をじっくりと行えた

り、基礎的知識の定着を徹底出来るなど、学内実習の利点も

あり、内容を工夫しながら有意義な実習を行った。 

コロナ禍での学内臨床実習 

学内だから出来る実習を 

臨床

工学 

１０月２５日（月）臨床実習発表会が開催され、３年生が

実習中に学んだことを発表した。 

工藤 優李さんはあきやまクリニックと高松赤十字病院

で臨床実習を行い、冠動脈に関する治療について発表した。

複雑な手技を目の当たりにし、学校では経験できない現場

の空気を体感した。近藤 寛基さんも高松赤十字病院で実習

を行い、先進治療の代表であるロボット支援手術（ダヴィン

チ®）の操作と治療方法を見学した。その中でも前立腺手術

についての術式を簡潔にまとめあげていた。 

それぞれが医療人としての心構えや専門知識を身につけ

ることに繋がる今回の貴重な経験を、就職後に繋げること

が期待される。 

臨床実習発表会を開催 

臨床実習で学んだ成果とは!? 

実習の成果を発表する学生たち 

学内実習にて機器の説明をする亀田先生 


